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指定管理業務モニタリング評価結果 
 

企業総務課 
 
１ 要旨 

県営水道における指定管理者制度導入施設について，毎月の報告書や四半期毎の実地の立ち入りに

よりモニタリングを実施している。この度，令和４年度第３四半期（令和４年10月～12月）の業務が

終了したため，業務の実施状況について評価を行った。 

 

２ 評価結果 

（１）広島西部地域水道用水供給水道（第２期５年目） 

対 象 業 務 広島西部地域水道用水供給水道 

指定管理者 株式会社水みらい広島 ２期目 H30.４.１ ～ R５.３.31 

評 価 期 間 令和４年度第３四半期（令和４年10月１日から令和４年12月31日まで） 

総 評 Ａ 

Ｓ：優良（要求水準以上の取組を実施している項目がある） 

Ａ：良好（各項目の要求水準をすべて満たしている） 

Ｂ：要改善（各項目のうち要求水準を満たしていない項目がある） 

業
務
履
行
状
況 

項 目 評価 評価内容 

１ 運転監視 ○ 要求水準書に基づいた適正な運転監視が実施されている。 

２ 水質管理 ○ 水質基準に基づいた適正な水質管理が実施されている。 

３ 施設管理 ○ 事業実施計画に基づいた点検等が適正に実施されている。 

４ データ管理 ○ 点検結果や業務内容等の書類管理が適正に実施されている。 

５ 委託・修繕 ○ 
事業実施計画に基づいた適正な委託・修繕が実施されている。 

故障等臨時修繕への対応も適正に実施されている。 

６ その他 ○ 清掃，環境衛生管理，地域貢献等が実施されている。 

品質向上等に 

向けた取組 

・ 水道施設を延命化するため，大型ポンプ類の運転データを分析し，

現在の施設の機能や状態に合わせて定期点検の時期や頻度などの見直

しを行った。 

提案項目への取組 

・ 施工範囲が重複する工事の一括発注などを行い，業務の効率化と設

計に係る経費の削減に取り組んだ。 

・ 三ツ石浄水場において水中ロボットを活用し，水運用を止めずに浄

水池の清掃及び点検を実施した。 

その他 
（課題，要望事項等） 

・ 施設の延命化の取組，業務の効率化やICTを活用した効率的な水道施

設の維持管理を実施しており，引き続き，水道施設の維持管理水準の

向上と民間ノウハウを活用した業務の効率化を図ること。 

【評価基準】 

◎：要求水準以上の取組を実施している 

○：要求水準をすべて満たしている 

×：要求水準を満たしていない項目がある  
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（２）沼田川工業用水道及び沼田川水道用水供給水道（第２期３年目） 

対 象 業 務 沼田川工業用水道及び沼田川水道用水供給水道 

指定管理者 株式会社水みらい広島 ２期目 R２.４.１ ～ R５.３.31 

評 価 期 間 令和４年度第３四半期（令和４年10月１日から令和４年12月31日まで） 

総  評 Ｂ 

Ｓ：優良（要求水準以上の取組を実施している項目がある） 

Ａ：良好（各項目の要求水準をすべて満たしている） 

Ｂ：要改善（各項目のうち要求水準を満たしていない項目がある） 

業
務
履
行
状
況 

項 目 評価 評価内容 

１ 運転監視 ○ 要求水準書に基づいた適正な運転監視が実施されている。 

２ 水質管理 ○ 水質基準に基づいた適正な水質管理が実施されている。 

３ 施設管理 × 
排水時に上澄みのみを検査していたため，ポリ塩化アルミニウムを含

む排水が敷地外へ流出するのを防げなかった。 

４ データ管理 ○ 点検結果や業務内容等の書類管理が適正に実施されている。 

５ 委託・修繕 ○ 
事業実施計画に基づいた適正な委託・修繕が実施されている。 

故障等臨時修繕への対応も適正に実施されている。 

６ その他 ○ 清掃，環境衛生管理，地域貢献等が実施されている。 

品質向上等に 

向けた取組 

・ データに基づく効果的な水運用を実現するため，坊士浄水場に日々

蓄積されている処理水量や水質などの情報を元に事業年報を作成し，

データの見える化に取り組んだ。 

提案項目への取組 

・ 施工範囲が重複する工事の一括発注などを行い，業務の効率化と設

計に係る経費の削減に取り組んだ。 

・ 災害時や機器故障時の資材調達を迅速にするため，資材在庫管理シ

ステムに登録された資材のデータを事業所間で情報共有する体制を構

築した。 

その他 
（課題，要望事項等） 

・ 効率的な水運用の実現に向けた取組，業務の効率化や緊急時に備え

た取組を実施しており，引き続き，水道施設の維持管理水準の向上と

危機管理の強化を図ること。 

・ ポリ塩化アルミニウムを含む排水の敷地外流出については，底面を

含む複数点で検査するよう運用を変更するなど，速やかに改善を図っ

ている。今後は同様の事例が発生しないよう，再発防止策を確実に励

行すること。 

【評価基準】 

◎：要求水準以上の取組を実施している 

○：要求水準をすべて満たしている 

×：要求水準を満たしていない項目がある 


